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1.はじめに
近年、日本における外国語教育(とりわけ、英語教育)は文部省の学習指導要領の改訂と共に、その教育

内容、実践、教師の英語教育に対する姿勢等々、大きな変化を迫られつつある時期が到来したといえる。指導

要領の目標を見てみると、その特徴の一つには、コミュニケーション能力の養成を目指すこと、つまり以前に

比べて学習者の話す力・開くカの育成に力点が置かれていることが挙げられる。ある意味で、その点に力点が

置かれすぎているがために、第二の点である「言語・文化に対する関心を高め、国際理解を深めるjという点

について、目標の意義が薄れていると言わざるをえない。高校の学習者を見るに、英語学習に引きつけられて

いる学習者は多くはない。そこで、学習者を英語学習に引きつけ、学習意欲を高める一方策として、文化に焦

点を当てて授業実践を試みた.

高等学校の教師に関する意識調査でも、英語によるコミュニケーション能力の育成と共に、異文化理解の指

導に重点を置くべきだという考えがかなりの割合を占めていることが記述されている(古川 1993)。多くの

研究者や教育者ーがその重要性を強調しており(Rivers1981， Smith 1981， Tuttle 1ダ79他)、しかも授業実践にお

いても幾多の報告が行われている(阻aym組 1976，Lewald 1974，工藤 1994，坂本 1993，深海 1卯 4他)。しか

し、外国語(英語)授業への文化学習導入の方法論や教材内容に関する実証的研究は少ないのが現実である。

本研究では、その第一歩として、広島大学英語教育研究会(1989)，および羽鳥・松畑(1償問 2の研究を参照し

ながら、アンケート調査を行った。その結果をもとに、実際に英語授業に文化学習を導入し、調査・研究を

行った。特に、実際に導入した題材から見た学習者の関心度及び学習意欲度に焦点を当てて、実証的に考察を

試みたC

2.文化学習(異文化理解)の意義
過去の様々な文化教授(異文化理解)研究者及び教育者による研究・実践の意義を大きく大別すると、以下

のようになると考える。ー

1) A TTITUDINAL ASPECT (学習志向的側面)

2) COMMUNI・CULTURALASPECT (意志疎通のための文化的側面)

3) HUMAN-EDUCATIONAL ASP区:T(人間教育的側面)

1) A TTITUDINAL ASPECTは、文化学習(教授)の位置づけとしてはきわめて近視限的な立場であり、文

化教授が学習者が喪失している英語への興味・関心を沸き立たせ、英語に日を向けさせていく一つの方法とし

てとらえる側面である(北尾 1979，服部 1館 7，松本 1兜7)。英語教育において、言語学的知識の側面が強調

されるあまり、かなり多くの生徒が英語嫌いを引き起こしたり、途中で英語の学習を放棄してしまうという現

状がある。この状況を打破するためにも、文化学習の動機づけ的な側面が必要と感じる。そのためには、文化

を学習することの意味を文化的事物(毘alia)や具体的な写真・事例等を提示しながら理解させ、考えさせ、

更なる学習の円滑化が図れるように学習者に促す必要がある。

2) COMMUNI-CULTURAL ASPECTは、いわゆる lnterpe即 nalCommunication (個人間のコミュニケ』シヨ
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ン)に必要な文化的側面のことである。言語面で言えば、英語という言語を通じてのコミュニケーションに必

要な文化的側面、つまり社会言語学的側面 (socioliniguistics/pragrnatics)のアプローチが含まれ(深津 1994，吉

田 1992，1995)、非言語的側面では、 NonverbalCornrnunicationの文化的側面が範聡に入ると言える。かつての

日本の英語教育において欠落していたといっても過言でない分野である。この分野の研究は、多くの研究者に

よって行われている。例えば、 Cohen& Olshtain (1兜1)の謝罪・詫ぴ (apologies)、Blurn-Kulka& OIshtain 

(1甥 7)の依頼・謝罪 (requestsand aplogies)、Beebeet a1. (1鰐冶)の拒否(民f凶a1)、 Wolf:却 n(1兜1)の賞賛

(cornplirnents)の研究などがある。回lis(1991)，深海 (1994)によれば、社会言語学的諸研究の結果から、日本

人話者には沈黙の多用・言葉の暖味性・受け身的(非積極性)などのような特徴がある。この様な日本人の特

徴を英語の話者のものと比較しながら、学習者に認識させ、国際的な世界と言われる今、それに対応できる将

来的な人材育成のためにも、この分野の英語教育への貢献は大きいものがあると言わざるをえない。

3) HUMAN-EDUCATIONAL ASPEcrは、より広い範腐のこと、つまりグローパルな視野に立ち、人間相

互の理解や尊重の精神含む人間教育的視点から見たものマある (Kerll開4，Politzer 1959， Wallach 1伺 3，岡部

1992，久保田 l兜8，除川 1卯 2，和田 1990他)っ文化学習は異文化との接触や異文化を鏡にしながら自己確認

する側面をもっている(荒木 1開 4，Kramer 1994)。すなわち、端的に言って、他の教科との関連があり、英

語だけでなく他の教科においても指導している分野である。例えぽ、環境問題、民族問題などに関する教育

は、公民などの教科でも教授可能な分野であるから、 HUMAN-EDUCATlONALASPEcrの範謄に入る。伊原

(I兜8)は、他教科との共通性に関してグローパルな視点から以下の様に述べている。

各教科を通じて、平和・平等・人権・自由・国際協調といった目標のもとに国民教育を組み立

てている。民族・国家も内外を問わず、人間が自由であり、世界が平和であるためには、まず

自分と異なるものへの対応が問題となる。すなわち、自分とは異なる風俗・習慣・思考形態と

いった異文化を互いに知り合い、認め合い、尊重し合う営みを出発点としなければならない。

以上、 3つの視点から文化学習の意義について論じてきたが、この区分は大別はあくまで便宜上行ったもの

であるが故、厳密に3つに分けられるものではなく、お互いに重複し合って、文化の学習(異文化理解)が推

進されているという事実があることは認めざるをえない。

3.1 研究目的
本研究では、第 lの点 (AttitudinalAspect)に関して記述してみたい。この学習志向的側面というのは、学

習者が言語学習により興味・関心を抱き、学習の楽しさを理解し、文化学習を通じて言語の勉学に取り組んで

いくことを容易にする上で意味があるものだと考える。それ故、学習志向的側面というのは、いわゆる外国語

教育の初歩的段階への導入と考えるべきものと言える。

前章で論述してきたように、過去の先行研究において文化学習が外国語学習意識の向上に有効であることが

提唱されている。しかしながら、授業実践を通しての文化学習に関わる実証的なデータを見るまでには至って

いない。その点を重視し今回の研究に至っている。その事実を踏まえながら、実際に文化学習を継続的にクラ

スに導入し、授業を通して彼等の英語学習に対する意識がどう変わるかを探求・把握することが本研究の主た

る目的となる。具体的な本研究の目的としては以下の項目があげられる。

1.文化学習に関する学習者の意識調査

2授業実践を通しての学習者の意議調査

その詳細な内容に関しては次章で記述する。

3.2 研究方法
(1)アンケート調査

先の羽鳥・松畑 (1兜0)の研究を踏まえ、以下の項目に関係するアンケートを作成し、それを学習者に課し
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て集計し分析するという方法で調査を行った。すでに高校段階においては、一つのクラスの中に英語に対する

様々な思い・意識を抱いている学習者がいる。その打開策的な方法として、北尾 (1979) も記述しているよう

に、学習者に英語に対する意訟の転換、あるいは英語学習に関心を抱かせる方法として、文化学習の導入を考

えたっ

とりわけ、好き・嫌いグループの中で文化学習等に対する意識の差があるかどうかに焦点を当ててみたい。

先行研究でも記述されているように、すでに外国語学習が好きな学習者は、学習意欲が旺鹿で、自分の将来や

国際社会等も念頭に置いていることが多いと言える(広島大学教育学部英語教育研究会 1弼 9)。英語が好き

な学習者ばかりでなく、学力不振等様々な要因で英語学習が嫌いになっている学習者が、文化学習の意義を見

いだしうるかどうかを調査したい。

1)調査期日 199 5年9月下旬

2 )対象者 広島の県立高校2年生 152名(男 82名、女 70名)

3 )調査方法 5段階尺度によるアンケート調査

4)主な調査項目 (Appendix1 ) 
A.英語の勉強(学習)が好き・嫌い。

B 英語の勉強は将来役に立っと思っているどうか。

c.英語授業の中でアメリカ・イギリスの風習、生活習慣など異なる文化に関する学習志向。

D英語授業の中で近隣のアジア諸国の風習・生活習慣など異なる文化に関する学習志向。

E外国の文化を学習したこと、あるいは学習することは将来自分に役立つと思っているかどうか。

英語が好きな学習者、嫌いな学習者に焦点を当て、彼等が他の項目に関してどのように意識をしているか。

その相関を調査した。つまり、英語の好き・嫌い (A) と右 (8)の各項目との相関を調べた。

A B 

英語の好き・嫌い 英語が役に立つこと

文化学習が役に立つこと

アメリカ・イギリスの文化の学習志向

アジア諸国の文化の学習志向

(2 )授業実践を通した意識調査

中学校・高校における異文化教材の扱いには、題材 (Topiω)に関するもの(外在的文化教材)と言語材料

に関するもの(内在的文化教材)という 2つの視点がある(伊藤1992、除川 199宮、森1兜4)。本研究では文

化学習に関する題材を中心に導入してみた。その題材を芙諾授業の中に位置づける方法としては、大きく 2つ

の方法がある。一つは授業 1時間の中で10分ないし15分くらいの時間を「投げ入れ」として、その学習に当て

る方法で、もう一つは、 l時開の授業を全てその文化学習を目的にした授業を展開するものである(和田

l開 6)。教科書は教科書として扱う必要があるが故、私の意図する文化教材を導入するために、前者の方法

(授業の中で時間を割く)をとった。但し、単発的な「投げ入れJ教材としてではなく、毎時間文化学習を試

行するという継続的な文化教材の導入をする方法を採用した。継続的な実践によって、学習者はよりその影響

を受けやすく、彼等の英語学習に対する意識がどのように変容をしていくかを考察することがより可能となる

と考えたからである。今回はその中間報告であるので、導入した教材内容やそれに対する生徒の関心度等を紹

介する。

1 )実施期間

2 )実施クラス

3)実施方法

1 996年4月-7月

広島の県立高校 l年生(男 15名女20名)

授業開始時、約 15分間
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3.3 研究結果と考察
(1)アンケート調査

上述したアンケート調査を実施し、その結果をまとめると以下の通りになった。

(A)英語の好き・嫌いと英語が役に立っかどうかとの相関

俳 l

X'=18.014 

怠怠 P<0.01 

英語学習の好き・嫌いは、英語が役に立つかどうかに対する意識とは有意差があった。このことは、好きな

生徒は役に立っと思っているが、嫌いな，生徒は英語学習は役に立たないと思っている傾向を示している。この

傾向の意味するものは、英語の必要性についての認識の違いとか、割と簡単には英語を使う仕事には就かない

から役に立たない、外国人との接触がないからというものである。

<役立つ主な理由(生徒の自由記途より)> 
国際社会だから必要 52人

外国へ行く時コミュニケーションできる 36人

英語の仕事に就く 11人

世界の共遇語 7人

(8)英語の好き・嫌いと文化学習が役に立っかどうかとの相関

英語学習の好き・嫌いは、文化学習が役に立っかどうかとは有意差はなかった。英語が好きな生徒同様、嫌

いな生徒も文化学習は役に立つという意識を持っている。つまり文化学習の意義は生徒の中では十分に認めら

れていると言える。今後、学習者が社会へ出たときに、国際化時代にあって(生徒のアンケートでは 52名が

このことに触れる)、外国人と何らかの接触を持つ可能性が高いわけであるから、その場面で異なる文化の人

との接触がスムーズにいくか否かは、いかに相手の文化を理解し、行動できるかにかかっていると言っても過

言ではないであろう。それ故、英語を運用するカはさることながら、異文化の学習も十分必要だと生徒自身感

じとっていると言えるむ

く役立つ主な理由(生徒の自由記述より)> 
外国人との関係が良好になる(うまく対応できる 54人

海外旅行に便利 30人

世界協力の必要性 10人

u山守コ

相

2
r
u
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英語学習の好き・嫌いは、アメリカ・イギリスの文化を学びたいかどうかとは有意差はなかヮた。英語が好

きな生徒ばかりでなく、嫌いな生徒もアメリカ・イギリスの文化について学習したいという気持ちを抱いてい

る言える。外国(アメリカ・イギリス)の文化を積極的に学びたいという生徒は、好きな生徒・嫌いな生徒に

関係なく全体の約半数存在していた(学びたくないという生徒はわずか3人)。このことは上記の文化学習の

有効性とも関連することだが、生徒自身英語の学習は単なる技能を身につけるだけではなく、文化的側面の学

習も大いに必要だと感じていることになる。

く学びたい主な理由(生徒の自由記述より)> 
文化の違い等の知識 29人

興味がある 24人

行ってみたい 9人

(D)英語の好き・嫌いとアジアの文化学習意向との相関-Jムムip亙 pEF云i争 l

戸等¥'>(5引 去十一一-tJhニ=0.395

英語学習の好き・嫌いとアジアの文化学習を希望するかどうかには有意差はなかった。つまり、英語が好き

な生徒も嫌いな生徒も同じようにアジアの文化の学習に関しては、英米の文化学習の希望に比べて、極めて消

極的な側面をこのデータが示している。その理由としては、生徒の意識の中に、アジアの文化学習と英語学習

との関連性が希薄であるという考えが学習者の中にあることが挙げられる。確かに、アジアの文化学習は地

歴・公民等の教科の中でも学習できるものであろう。生徒の意識はいまだ英米文化中心を脱していないと言え

よう。

上述したことから、以下のことが言える。

1 )英語の嫌いな学習者は好きな学習者に比べ、英語学習の有効性には疑問を抱いている。

2)英語が好き・嫌いに関係なく、文化学習は役に立っと思っている。

3 )学習者は依然英米文化中心である。

結局、私の実施したアンケート結果に基づけば、英語の授業の中で、文化に関する題材を用いて、実践して

いくことの意義を学習者自身十分認識していると言えるc そのことを踏まえ、教師自身が日常の授業の中で、

文化的要素を取り入れた題材の導入及ぴ工夫が大いに必要であると考える。そこで、次節で記述する授業実践

の中で文化的題材の導入を試行した。

(2 )文化学習導入の授業実践

前章で記述したように、授業の中で時間を割いて文化に関する題材を持ち込み、生徒の英語学習への意識高

掲を目的として学習させた。毎時間授業の最初、約 10分間、文化に関する椋々な内容を提示し、生徒の英語

学習への意識がどのように変容していくかを模索する試みを行った。

今回は授業実践の具体的内容と方法、及びその題材に関する生徒のアンケート結果などを中心にして報告す

る。

(A)教材の内容

Robinson(l兜めは、文化のカテゴリーを以下のようにProducts，

BehaviOl百，andIdeasの3つに区分している。

@日吋ucts--literature， rolklore， art， music，釘tefacts

8Behaviorsー customs，habits， dress， flαxls， leisure 

8Ideas --beliers， va1ues， institutions 
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本研究で、私が実践した文化学習の具体的題材は以下の通りであるo

ジェスチャー・ハウスツアー・母の日・デートの習慣・ラッシュアワー(身体接触)

日本人旅行者・パーティー・動物の鳴き声・写真・給食・色彩感覚(虹)

マンガ(偶人的質問) ・ほめ言葉・謝罪(I'mso町r) ・先輩、後輩・お土産 (tO)叫

アメリカンドリーム・トイレ

上記の実践項目はRobinsonが区分する8ehaviorsを中心にして‘ I必asを取り込んだ内容となっている。

8ehaviorsは自に見える文化(overtculture)、Ideasは自に見えない文化 (covertcultu陀)とも言える(鈴木 I切 3)

が、 Ideasが価値観等を含むが故、分類が難しく内容的に重複する題材も出てくる。

(8)導入方法

授業の最初の時間、約 15分間をその時間に当てた。一方的な説明に極力ならないように、生徒との

Interactionを大切にするように努めた。そのために、英語を通して何らかのコミュニケーションを生徒と教師

との問で図りながら、文化学習導入を試みた。そのプロセスは短い時間であるが故、次の手順をベースにし

た。

(1)Thi法 ing (2)Interaction (3)Understanding cf.マンガの話(日∞edure:Appendix 2) 

(c)アンケート調査

毎時間、授業の最後にアンケ}ト調査を実施し、その日導入した文化的題材が興味深いものであるか等

に関する生徒の意識を調査した (Appendix3)。各題材ごとに、生徒自身が感じたその興味深きの程度と英語

学習への意欲度を集計した。それを興味深き及び学習への影響の高いと生徒自身が考えた順に列挙すると以下

の通りである (Table1)。

これまで実践した学習内容に基づいて、題材に対する関心度に関して考察すると以下のことが言える。

1)日常生活に関連性のある具体的題材を扱うことの有効性

2)比較文化的視点の有効性

3 )教師の提示方法による影響の大きさ

一般的傾向として、学習者は日常生活に関連性のあるものや視覚に訴えるものにより興味を引いており、学

習意欲も高まると感じているつ 12番目の fSch∞1LunchJまでは半数以上の生徒が興味深いと答えている

(Table 1)。

例えば、言葉の持つ意味合いに関わる fApologyJ は関心度も学習志向度も上位に位置した (Table1)。そ

の内容とともに提示方法による影響も大きかったのではないかと思う。つまり、黒板に状況設定の絵を書きな

がら、英語で説明した後、日本語も使って日米比較の提示を行ったことが生徒自身の驚きや感動を導き、関心

へと繋がったのではないかと考える。

題材を扱う際に、比較文化的視点が有効であることはすでに記述されてきている (Poli包.er1959、井出

1972、大谷 1990、中村 1977、西国 1990)。実践した授業の中では、(l)Thinking(2)Interactionのなかで比較文

化的視点を考慮した導入を行ってきた。学習者に自国の文化とtargetcul tureの対比をさせ、思考させることで

理解が深まり、今後の学習にも有用であると考えたからである。この視点に関しての生徒の反応は敏感で、自

由記述の中でも「相手の文化のことを知って楽しいJとか「もっと文化について学習したい」などといった反

応カTあった。

題材による学習意欲の変容に関しては、興味深きと異なり、英語に関わる意識が強くないと生徒は英語に意

欲的になるとは思っていないようだ。その典型的な例が、 「トイレ」という題材である。これは関心度では 1
番目であるにもかかわらず、学習意欲度では8番目に位置している。この理由は、これを提示する際に、私の
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<Table 1> (5段階尺度による調査)

Interesting Topics Avg. 

問叫Cries

轟
市霊法隠

91 Compliments 
101 PictUl官S

lllJa戸meseTo凶ists

uU11z 2 3 
l沼S田cb∞iorl/JI山AInnocrh 

Dating 

151 GestuI官

161 Contact 

171 American Dream 

~ Mother's Day 

」

3.5 
3.46 

3.4 
3.38 

338 

3.36 

3.27 

3.師 i

Motivational Topics Avg. 

アメリカにおけるトイレでの驚きの経験談をジェスチャーを交え、楽しく伝えたことで好評を得たようである

(高い奥味深さ)が、この話は単なる表面上の知識とじてしか役立たず、異文化の人との対人関係でも外国滞

在するにしても、学習者にとって有効なものであるとは考えなかった(低い学習志向)ことのようだ。つま

り、この話は英語学習との関連性が薄いと生徒は受けとっているのである。 rSeniorl Junior J という教材に関

して述べると、興味深きは低いが、興味深いと思っている学習者は学習志向にも高い位置づけをしている。全

体的に見て、学習者の意識変容の中で学習意欲度に関しては、大きく次の題材が意欲を高めると考えられる。

1 )比較文化的視点を取り入れた話題性があると思われたトピック

(Animal Cries， Rain加w-Senseof COlOl百.Senior/Junior etc.) 

2)異文化の人との接触やコミュニケーションをする上で有効と言えそうなトピック

(Cart∞n・PersonalQuestions， Party， Apology etc.) 

4. 結論
今回の調査及ぴ実践から以下のことが言える。

1 )学習者が英語教育において文化学習が有効であると認識している。つまり、英語が好き・嫌いにかか

わらず、文化学習は役に立つと学習者は考えている。

2)文化学習を導入した授業実践では、興味深いと学習者が考える題材は学習意欲を高める傾向がある。

3)文化学習の有効性は、その内容と教師の提示方法・姿勢に左右されやすい。

上記したように、学習志向的文化学習が更なる英語学習や異文化理解の奥深い学習へと学習者を促すための

第一の段階 (rudimentarystage) と位置づけられる。つまり、学習者により深い英語学習への関わりを持たせ、

外国語教育における発展的文化学習を深めさせていくためにも、文化学習の中の学習志向的側面 (Attitudinal

Asp副)の意義は大きいと考えるe

今後の研究においては、実施した事前アンケートと事後アンケートを比較して、実際に文化学習の導入が生

徒の英語学習の意識にどのような具体的影響を与えたのかを考察していきたい。
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NOTES 
l 広島大学英語教育研究室によって行われた、全国的な規模の高校生の英語学習意識に対する調査結果の中から、関

係する幾つかの点を列挙すると以下の通りである。

1 )英語学習の必要性や、意欲、興味に関しては過半数の生徒が好意的態度を持っている。しかし、英語学習が

「楽しいJrおもしろいJr好きだjという意見は全体の3分の lに満たない。

2)英語に対する非好意的態度は糟加しつつある。

3)英語学習に特に高い関心を示す生徒は学習意欲も旺盛で、自分の将来や、国際社会等も念頭において学習して

いることが多い。逆に、全く関心を示していない生徒は、気力もなく、あきらめムードが見られる。

2 羽鳥・松畑 (1980)の調査において「英語を学ぶと同時に、英米文化の風俗、文化などを学びたいと思いますか」

という質問項目に対して、英語の好きなグループで7割強の学習者が、英語が嫌いなグループでは6割近〈が、英

語学習の中で文化学習を希望しているe 本当に嫌いなグループでも外国語学習の中で文化学習を希望しているとい

う事実がある。
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Appendix 1 く英語異文化意識調査>
l、英語の勉強(学習)は好きですか。

1.とても好き 2.好きな方 3.どちらでもない 4.嫌いな方 5.とても嫌い

2、あなたにとって英語の勉強は将来役に立っと思いますか。

1.とても思う 2思う 3どちらでもない 4あまり思わない 5.全く思わない

3、役に立つ(役に立たない)と思う、その理由は何ですか。

4、英語の授業の中で、日本と違うアメリカ、イギリスの風俗、生活習慣など異なる文化に関することを学ぴたいと恩い

ますか。 1とても希望する 2.希望する 3.どちらでもない 4希望しない 5.全く希望しない

5、4の質問に関して、それを希望する(希望しない)その理由は何ですか。

6、英語の授業の中で、日本近隣のアジア諸国(中国、韓国、タイ、マレーシアなど)の風俗、生活習慣など異なる文化

に関することを学びたいと思いますか。

1.とても希望する 2.希望する 3.どちらでもない 4.希望しない 5全く希望しない

7、6.の質問に関して、それを希望する(希望しない)理由は何ですか。

8、英語の授業の中で、外国の胃慣や文化を学習したこと、学習することは、将来 自分に役に立っと思いますか。

1.とても役に立つ 2役に立つ 3どちらでもない 4.役に立たない 5.全く役に立たない

9、役に立つ(役に立たない)と思うのは何故ですか。その理由を書いてください。
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Appendix 2 (Procedure of Cartoon) 
I.Explain the characters on the回目伺n.σheyarean American and a Japane田)

2Lets凶de臨時adthc r our -frame cart<∞乱
3.Ask them the rollowing questions and let them think about them 

I)Whe四 arethey?
2) Did Mr. Mal~uda kno¥V Mr. Ford beroreヲ

3) Inthe fo田thrrnmc ~ir. Matsu<士ascems to be angry. How is t1国.1"1

4.Int町actwi由 st凶 entsabout由eq凹 stions
5.Here is in the U.S. Thc問 aresevel百1stran!，'C things in the図式回u.Whatare廿官y?
Let stude抽出成田dtry to町田、rer

6.Explain in dctail 

Appendix3 く今日の授業に関して>1年組番 名前
書くときには、自分自身の感想で、 5 (とてもそう思う). -4 (そう思う)、 3 (どちらでもない)、 2 (そう恩わな

い)、 1(全くそう思わない)の中で該当するところにCをつけてくださいの

1.ジェスチャーに関する話は興味深いものでしたか 5 4 3 2 

2.ジェスチャーの話は英語の勉強(学習)をやる気にさせるものだと思いましたか 5 4 3 2 
3ジェスチャーに関する話・質問の英誇ははよくわかりましたかの 5 4 3 2 
4.今日の授業のやり方はわかりやすかったですか。 5 4 3 2 
5今日の授業で一番自分にとって役に立った(興味深かった)と思うことは何ですか。

Appendix 4 

Leamers' Interesting Topics Leamers' Motivational Topics 

2‘ 1| 5: 4 3. 2: 

2o  i IContaα o 9 20 4. 0 

3: 0; :Ges回目 o 6: 25 3 0 

2 0: iRai且bow 3: 10 19， 3 0 

8 01 Mo出~'s I>ay' 0: 6: 17 10: 1! 

3: !Pi問問 0: 10 18' 6 0 < 

Schoollunch 0: 6' 18' 6 0 i 

çCJ.~Pli，J:ll宅nts 0 11 17 4 O! 2 0 

3 1: lC問 。n イ 915411
z‘ 11 

~llÌ<>r:!jtlJlÌ.町一 31114V31l
4"01 

!Pa1;!11S ul 11 11) 511 

10i ! IIlJus.~IIJ:ur 2 91731j 

:i¥PIJ1ogy 3 8 17 3， 01 
。! : Toilet 8 24: 0 01 

1 01 Souvenirs 3 9: 15 4: 0 

5: 0 
i11Aampmeftesae 且TDoruena問m 。1 

7 18 4 0 

3: Oi 8 15: 5 。
li 0 ; Anim.al Cries 5 7 18 o 

a ーテ

o 0 :Party 1 14: 16， 0 0 
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